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αん7・v：s一＆6噌加・・ぬにα駅帆σ老Qセ4σγし娩B・tece・Lblz　jQv7＞一p一一磁（犠〈血一・

五ひ吻・事誤£血判㏄属£・倣手羽（z　一6Pt・xaLe・d－c・勢πρ次α軌tL42dL

・rz・6（外挿。鹸・虜㎎越あCtPt2EZ20Lノ魁町麗び捉乙α4駕磨£葛響μ伽

eg　a　Buaure　一W＞a　’，　gz・fdl　thび威見開dκ酔加一α㍗螺。必’倣撚嘱，

凱’編ぬ婦競伽腕節初の厩旋一鞭ヒ騨・半漁出漁ビ＆ト
・Lavg　w・a・ipa’z－tf3．d2．c（ω観αu一餓・跳（卿’慰撫膝繰鉱α4

や4α・勧，下4癬毎・，e＞？”f－e一　〈・ゐ。・監えψ臨πα燕ρ甑ノ～ゼン・吻攻i7・7z・4z・SILctoC・

ンゐ（abz2k2　）vmuJ／uz，旋emu．

．　工．緒言：三絢轄；彩薄導鷲動鐡の量求寓転力凶漢鴇期年転力，次1司期同

勤，多騨塊どとい・・も勧野駆腔・喝菰叔糊¢点｛嬉この薪
究には遽度一・鴎喧嘩塾線を・蜜ミ則によって求める・こ七毯ま凄で・みる、℃の雲測お法

たはスア1／t、．グ動力蹴電気動ラへ燐と蓄電池、櫓門成∠節鼠の一．醜眠θ縄鰍5i）

など鋤ま嫡瀬緬翼£鞠・舳て硯筥らは鋤ン鞠糞光
諏島遭度＿属転力油線を壷接画右，せる方法を携野馳で殴和¢ついて報

はへ

回し，さらだその方法に嵐蓮でる・他の一方ま紀言㌧及する。

　　誘導電鋤：機は：起働のとき員荷の三無にか～わらず1遽叢一矯転．力曲綜をたどbて

力類速されていくCとは碗らかで・ある、戴璽荷のときは回転力は近イ以的leすべて三韓

子の加速多cl欝き：れそれと函さ等：しく童i方向の向藁ゑ力就固交：著・偽作：用する．この麿転
　　　　ダ　　　　　　　　　　　か

カをベーXの一案¢装蓋し免圧力書すで｛妾ける1この正力計としては薗髭峯の喪位を

許鍬いものがまいから，その貞では永贔津電勤綴適であ嚇帆瞭加勲撚
．比鮫髄緩・やカ、であるb　tSら薮術鞠にむずかしい叢［兼；」鞍巾こ融を｝八雲とする。こしでぼ

微小衰樹酪徽樹臓・す特謙な逆力感を考熱ゴ’ラウン管酬多鯛し、て遮叢

一厨転力曲線を画萄・せることにした．

　　　　　　　お　∬1装蟹二　搾願工比ホ：すよらleムで甦・勤徴を皮えると，ちに陶転が流比蔚
　　　　　　　　　　Cf
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Fi．　2に示すように，鉄の袴筒形

導器（盗径S・C，・π）の．．1Z．　’fc．i一ゴム板

（3叛倣厚）をのせ，S（鉄脚の球を

圧しつけて牟球：献にぐてあ・る．

CはffLN力断kカb9’　b・㌧らkいと

きi球婆上方に樫ね遽らないよ

　　　’｝　ri　si．　2

謡二野L水銀

3φガラス闘

うヒっけられている．潔燦のときには麗勤機の静止荷重で球は。から．va　di・てい’るv

この容．霧ミの側面に漏斗を将っ免ガラズの麟管（内径3勿犠）をっけ，u享壱を形颪さぜ

る。鉄の容碁総水銀を，他）泳慰適当に高なる固有抵坑（t・・k・ft　cm程叢）縮する

液（水）を入れる。鉄の容轟の方の液は導覆率駕大きい名筆毬あり，ま免ガラス管豊

をi験すものでは：いけち：い・b・らフ｝く銀を期い涜。ミ燦批力Ptわるカみぎ増藏：して微ふ褒イ立を髭ず

魏繊と，keの境娘簾磁下寸る。し燃って灘紬覗・ご267倍に拡X

される。三献上下すると，Eと上方の固庭電極Fとの向の液柱の長：ざ鋸喪る伽ら，

その覧気：抵坑力ご：翻る．一方：この液柱：E下に高率，：拠RM（1◎M∫t）を：童：測として章乞電

辻（800のに締凱略一曳の電流をth　C・てむくと，蛮位即ち面転力にぬ例壼る観位

差薇心心ずる．こ縄ザうウン管の鍍偏光計噂亀求鱒曲線の維漁
をイ乍る、ンk平偏光極には誘・導燧：動機に1蕊義し乾♪3・型の二二し謎覆：撤’からの：逮．蔑

ヒ比創加起電力を導いて横坐源を作る．こ棘は航空蔵篤の蜜流喪正暴㊥v

「26幌5蜘叩叛．2極）の26・V側を弛励発電激として｝珈た．整灘井の数磁，

溝激i6，い樋斜蕊であるから起匿力の撒動ぽ；トさく｛戟題になら嵐㌦

　皿．速霞一一励転力曲線の決定・。

（i）顯首で起勧するピ時々刻々向転力に憎憎・鱗加速を生じ，園曳豹乏は局

ぐ・・大書の凱転力（’で）蕊反対方』向kニイ＃用・する．こ（n属転力をAを茨ま；として三3で農ける
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と響血荷豊に加わって逸／丁な秘G∴｝糠ド停箆参州〕）の西嶺愛琶観誘導塗勃撤の

魁脚下力丁，それ繍っ窃磁三す劫f澤ラ縄鄭惣よるカ2鰍と奮熱
着：動譲る．カぎsとを市簸φ㍗窪蓬勢州ρ二つにりいて喜←算ずるピ欠2如りお・の鴇らの罫」

のまけくなる。
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@　　　　　識，　　　　　　　　　　　暢葬　　儘

（亙タ．4）．もっと敦きな電勃・機で1食海い

ヌプリングか，またはそ（？作用をなすものを

このE力計とthべてλれ懸隔を鰹艮穿る．

ズ70　IL）ングの圧縮率をヂSに比例鈎ように

灘誌蹄壌動鞠食等ξ撒る諏型の｛、

’の懐淋顎按紅力ゆ逡～就遅い●から「桑季都・合である。

　（2）叢二子逡：麟に三下際多少轟麸勤があ

犠麟雛櫛幽紘t惣力謹の

こ拶劔のみでなく，2］・型の；醸臣僕電．動籔）ないず’致も£。高野穐のツ3…～イ3程度

褐って，こ・・動計の硬融可龍である・鰍こ厳塘と蝋加電勤．擬諭す

る越の翻賑動の規期ktα4三秒である．か畷覧動隷混一藪下雌然蜘趨ぎて

母の振莇藩の㊧野物勤の周期箆敵いので困篭㌧それで加遠を淫くすみため史掻電

鋤粉伽v）を三二細わシ・・グ『注兼闖u輪繭る．ム轍く
齢鞭は属のと一致とてい癒諏お蔑勤の際　　程
　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　て　　　　　くく
の覆、気駒過濠現象の影野を避けるため，：初め資方　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　角線翻より

蘇蜜総轟轟響鋤㌦△．ミレ＼二1
趨慰瓢黙韓瞬けで一／記＿二「⊥聖陛：ベ…，．

醐動罰聴燦鱒　 @　ぬニエ曝㌍
懲鴎三転力に梱当でる・だ呼べLスにか9る力姐蔵’画することに＆：る．

し細わて潮懸君をA点と動曽池ざ誼線に董密な総州贈る壷線上の一宴

×で・，固裳峯侮肉イ系なく亥えなければ’ならちい、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
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淫蜘・職剛痢できる継電樋の麟数礎流子岸轍奮等ぐく、斜・溝でな緬ぱ

そ鯉廠手醜劾鍵締隊おのよ慨敏軌っ・鋤凱て行ぐ．（1）筋法趣
：度軸のみを漁いる之繕言．5の左側k添し姦ように直線にふ節の生6博才ツシ1ゴグ》ム

を得る。この・ト節の陶編仁桑劉鉱計ξぐて違い免蜜草薬麓戯’の蛇革藻d勢係撒）る。

即翻講尚認塁3）勘陶転ずる口の莚電方の変化踊る．それ敵次の1菊勧怠

㌔蕩ω㏄磁（α）σっ鋒の嘉惑葺。．藷．eil，
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τ二二二’i一二二f認封　

按立脚圭ず奴ば筍軍でよい方法であ㍗う

　N．縷叡働の継は、鯉鶴織で’鋤雌勇魅力遇ぎ勧℃圧
が計の固孝r：帳動ヵ・らかけ’離す息めまえ方の狩．殊な制’動を痢いると」：い．噂憲

騰下げて加速を遷く　一“ると嘘臓く俵い得る．よ型の⑩に樋濃艶e

のスプリング鍵層織れ・ば1こめ正力敵aその郎駆・られ〆・・か肋醸ゼ・批，

較溶卵いから小型戯：の日掛より己「好都合である。】概気動力…汁と：蓄購1池を淘

い解法譲ゼd勲磁朔譲参鱗るから，その動力計のスフdノンヅ鼠ラ｝．．

スの・代りにこの叢蟹を用いて画緑・を直藩勘参寸こ壽力ぎできよう。（2）の方法；ホ：

cのことから速巌一財転力感線は下勺．6に

．示すよう鴎から：菜～sbられる。｝如ちよ逮濫のように

してそ昇られた．壷二線夢ミオ・ソシttグラムのイ壬竜、の

・｝・郵P劫動線をたて、その撫を惚に比

拶け惑うにQ真を渤る．σ斜蛮勧購
鄭ミk三：於げる働．転力である。よろてか～る貞を多く

細めて紬・べば’徳的。）曲襖力忘憂・られるe

　細隠ンパレータで’測射る・義脚）

舛鼓1っで賎るのは軸につけち円版に半径方

向ぼ引かれる白線を紅藍荷で電動機を起

動する際、高慮．度活動蓼、眞に撮影しで，各
’
ノ

こがに遡った白線の位墨の日毎の差伽

ら加雪質即ち転転力練踊・）である賦，

そ．の各㌔まン物白線た相当するも・）’bS・．“

今の方法でば一宵壷線上に並多～菰とに激る、

潰『 閧ﾌ1に難い酋で憤向隔asN　，粗tr　kって

都合が悪い帆亙就機の甑・動が趨劉凱
潔

　　　b　　　　　　　　　　　　　　　　t
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壷流諺車滋計の賑動きえ婁定激らばよい方法である．無、資荷や進動ずるときと，あ

る資荷を澹って麹、動ずるときの蓬巌一向転力鈎線を轟さ：，その差をと憲ば’員荷

の獄軽瀬一購力曲瀧滴畢厳皐客鈎減厳耀淀部罐の樋
織湖の赫鋤ろ酵愚わ輪隊だ齢救爆常購肋藤続陶潭
　　　　　　　　　　　　　　への嵐明に痢いる濯〕藍にはなっていない参、更に研究を続：行し、蓑たピエゾによる

貞∫法をも期「い，終局の鴇菌に澄覧ろと思っている。

　　　　　　改　　灘　　，

（s）励・ゆ編畝一転ノ蜘偽解雄…矯飢．憩31．伶82。

　（2）　」．工！三．E．　」ω7犯，　i俘40，巨ε（η．


